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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

前第２四半期
連結累計期間

第74期
当第２四半期
連結累計期間

第73期
前第２四半期
連結会計期間

第74期
当第２四半期
連結会計期間

第73期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 39,313 34,255 19,187 16,960 79,642

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
△74 5 △155 △29 146

四半期（当期）純損失（△）

（百万円）
△42 △43 △94 △67 △56

純資産額（百万円） － － 11,435 10,493 10,442

総資産額（百万円） － － 19,491 16,910 17,281

１株当たり純資産額（円） － － 1,661.941,545.771,539.68

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△6.29 △6.56 △13.90 △10.23 △8.42

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 57.3 60.4 58.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
101 27 － － 764

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△93 △101 － － △132

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△127 △299 － － △429

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 2,204 2,152 2,526

従業員数（人） － － 278 272 275

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、潜在株式も存在しないため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 272 (185)

　（注）　従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者は除く。）であり、臨時従業員数（契約社員、嘱

託社員及びパートタイマーを含む。）は(　)内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外書で記載しており

ます。

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 118 (41)

　（注）　従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者は除く。）であり、臨時従業員数（契約社員、嘱託社員及びパー

トタイマーを含む。）は(　)内に当第２四半期会計期間の平均人員を外書で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）仕入実績

当第２四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

水産物卸売事業（百万円） 13,669 △10.0

水産物販売事業（百万円） 1,921 △27.2

不動産等賃貸事業（百万円） 9 △53.5

その他の事業（百万円） 108 △4.6

合計（百万円） 15,709 △12.5

　（注）１．上記の金額は、仕入価格によっております。

２．上記の金額は、セグメント間取引の相殺消去後の数値であります。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

該当事項はありません。

(3）販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

水産物卸売事業（百万円） 13,750 △9.7

水産物販売事業（百万円） 3,137 △19.4

不動産等賃貸事業（百万円） 4 △2.9

その他の事業（百万円） 68 △3.2

合計（百万円） 16,960 △11.6

　（注）１．上記の金額は、セグメント間取引の相殺消去後の数値であります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した、事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間のわが国経済は、昨年秋以降の世界的な金融危機を契機とする景気低迷から回復の兆

しが一部に見られたものの、雇用情勢の悪化や設備投資は減少傾向にあり、先行きの不透明感から個人消費の低迷

が続き大変厳しい状況で推移いたしました。

　当社グループの基幹となる水産物卸売事業におきましては、水産物市況の低迷や企業間の競争が更に激しさを増

したうえに、景気の先行きに対する不透明感から生活者の節約志向や低価格志向は依然として高く、新型インフル

エンザの発生や、冷夏長雨の影響も加わり大型量販店や外食市場が急激に悪化するなど、厳しさが一段と増してお

ります。

　このような環境の下、当社グループは、企業理念であります安心・安全で良質な商品と心に感じるサービスによ

り、お客様満足を追求すると共に、豊かな食生活に貢献すべく、「中期経営計画～横浜丸魚グループＭＭプラン」の

二年次を迎え、この実現に向けて取り組んでおります。

　これらの結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は16,960百万円（前年同期比△11.6％）、営業損失49百万円

（前年同期　営業損失194百万円）、経常損失は29百万円（前年同期　経常損失155百万円）、四半期純損失は67百万

円（前年同期　四半期純損失94百万円）となりました。

　

　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

　なお、売上高については、セグメント間取引の相殺消去後の数値であり、営業利益については、セグメント間取引の

相殺消去前の数値であります。

　水産物卸売事業

　売上高は13,750百万円と前第２四半期連結会計期間に比べ1,470百万円（△9.7％）の減収となりましたが、営

業損失は27百万円と前第２四半期連結会計期間に比べ132百万円（前年同期　営業損失159百万円）の改善となり

ました。

　水産物販売事業

　売上高は3,137百万円と前第２四半期連結会計期間に比べ753百万円（△19.4％）の減収となりましたが、営業

損失は34百万円と前第２四半期連結会計期間に比べ９百万円（前年同期　営業損失43百万円）の改善となりまし

た。

　不動産等賃貸事業

　売上高は４百万円と前第２四半期連結会計期間に比べ０百万円（△2.9％）の減収となりましたが、営業利益は

10百万円と前第２四半期連結会計期間に比べ５百万円（88.4％）の増益となりました。

　その他の事業

　売上高は68百万円と前第２四半期連結会計期間に比べ２百万円（△3.2％）の減収となりましたが、営業利益は

２百万円と前第２四半期連結会計期間に比べ０百万円（20.2％）の増益となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動による使用した資

金204百万円、投資活動による獲得した資金50百万円及び財務活動による使用した資金32百万円により、当第２四半

期連結会計期間末には2,152百万円（前年同期比2.4％減）となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は204百万円（前第２四半期連結会計期間　獲得資金２百万円）となりました。こ

の主な要因は、税金等調整前四半期純利益に減価償却費及び貸倒引当金等の増減を調整した結果73百万円の支出

となり、それに加え売上債権、たな卸資産及び仕入債務の純額133百万円の支出によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果獲得した資金は50百万円（前第２四半期連結会計期間　使用資金10百万円）となりました。この

主な要因は、貸付金の回収による収入78百万円及び有形固定資産の取得による支出18百万円によるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は32百万円（前第２四半期連結会計期間　獲得資金47百万円）となりました。この

主な要因は、リース債務の返済による支出32百万円によるものです。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 29,298,000

計 29,298,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,261,706 7,261,706ジャスダック証券取引所
単元株式数

1,000株　

計 7,261,706 7,261,706 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
－ 7,261,706 － 1,541 － 376
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（５）【大株主の状況】

 

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（株）マルハニチロ水産 東京都千代田区大手町1-1-2　 521 7.18

（株）極洋　 東京都港区赤坂3-3-5 345 4.75

浜銀ファイナンス（株）　 横浜市西区みなとみらい3-1-1　 327 4.50

（株）横浜銀行 横浜市西区みなとみらい3-1-1　 325 4.48

（株）岡三証券グループ　 東京都中央区日本橋1-17-6　 252 3.47

常盤信一　 横浜市中区　 247 3.40

横浜丸魚社員持株会 横浜市神奈川区山内町１　 221 3.05

横浜冷凍（株）　 横浜市神奈川区守屋町1-1-7　 207 2.86

（株）ニチレイフレッシュ　 東京都中央区築地6-19-20　 153 2.10

（株）八丁幸　 横浜市神奈川区山内町11　 152 2.09

計 － 2,753 37.88

　（注）当社は、自己株式650千株（所有株式数割合8.96％）保有していますが、上記大株主からは除外しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　650,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　6,524,000 6,524 －

単元未満株式 普通株式　 　87,706 　　　 － －

発行済株式総数 7,261,706 － －

総株主の議決権 － 6,524 －

　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

横浜丸魚株式会社
横浜市神奈川区山内

町1
650,000 － 650,000 8.95

計 － 650,000 － 650,000 8.95

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 430 399 411 441 432 431

最低（円） 428 367 371 401 414 423

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所における株価を記載しております。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはダイヤ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成21

年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,159 2,533

受取手形及び売掛金 4,461 4,897

有価証券 10 10

商品及び製品 927 1,101

繰延税金資産 115 241

その他 226 322

貸倒引当金 △658 △1,176

流動資産合計 7,241 7,929

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,361 1,409

土地 787 788

リース資産（純額） 262 316

その他（純額） 135 108

有形固定資産合計 ※1
 2,547

※1
 2,622

無形固定資産

ソフトウエア 124 22

その他 12 12

無形固定資産合計 137 35

投資その他の資産

投資有価証券 6,770 6,473

長期貸付金 16 12

破産更生債権等 1,024 607

繰延税金資産 79 78

その他 72 77

貸倒引当金 △979 △556

投資その他の資産合計 6,984 6,692

固定資産合計 9,668 9,351

資産合計 16,910 17,281
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,376 3,630

短期借入金 － 101

未払法人税等 10 25

引当金 194 205

その他 425 445

流動負債合計 4,007 4,407

固定負債

長期借入金 － 31

退職給付引当金 794 796

役員退職慰労引当金 112 158

繰延税金負債 1,215 1,111

その他 287 332

固定負債合計 2,410 2,430

負債合計 6,417 6,838

純資産の部

株主資本

資本金 1,541 1,541

資本剰余金 402 402

利益剰余金 6,278 6,420

自己株式 △364 △363

株主資本合計 7,858 8,001

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,360 2,179

評価・換算差額等合計 2,360 2,179

少数株主持分 274 261

純資産合計 10,493 10,442

負債純資産合計 16,910 17,281
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 39,313 34,255

売上原価 ※1
 36,928

※1
 32,084

売上総利益 2,384 2,170

販売費及び一般管理費 ※2
 2,628

※2
 2,273

営業損失（△） △243 △102

営業外収益

受取利息 3 2

受取配当金 100 75

負ののれん償却額 52 1

その他 17 30

営業外収益合計 173 109

営業外費用

支払利息 1 0

その他 3 0

営業外費用合計 4 0

経常利益又は経常損失（△） △74 5

特別利益

固定資産売却益 － 0

貸倒引当金戻入額 9 98

ゴルフ会員権売却益 7 －

特別利益合計 16 98

特別損失

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 5 10

貸倒引当金繰入額 6 0

役員退職慰労金 28 2

その他 1 －

特別損失合計 42 13

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△99 90

法人税、住民税及び事業税 4 5

法人税等調整額 △39 105

法人税等合計 △34 110

少数株主利益又は少数株主損失（△） △22 22

四半期純損失（△） △42 △43
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 19,187 16,960

売上原価 ※1
 18,029

※1
 15,885

売上総利益 1,158 1,075

販売費及び一般管理費 ※2
 1,352

※2
 1,125

営業損失（△） △194 △49

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 0 0

負ののれん償却額 26 0

その他 13 18

営業外収益合計 42 20

営業外費用

支払利息 0 0

その他 3 0

営業外費用合計 3 0

経常損失（△） △155 △29

特別利益

貸倒引当金戻入額 △1 90

ゴルフ会員権売却益 7 －

特別利益合計 5 90

特別損失

固定資産除却損 － 0

貸倒引当金繰入額 △0 △1

特別損失合計 △0 △0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△149 62

法人税、住民税及び事業税 2 △14

法人税等調整額 △37 123

法人税等合計 △35 109

少数株主利益又は少数株主損失（△） △20 21

四半期純損失（△） △94 △67
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△99 90

減価償却費 78 148

負ののれん償却額 △52 △1

貸倒引当金の増減額（△は減少） 87 △95

賞与引当金の増減額（△は減少） △3 △11

海外事業損失引当金の増減額(△は減少) 15 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4 △46

退職給付引当金の増減額（△は減少） △16 △2

受取利息及び受取配当金 △104 △77

支払利息 1 0

有形固定資産売却損益（△は益） － △0

有形固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損益（△は益） 5 10

売上債権の増減額（△は増加） 677 19

たな卸資産の増減額（△は増加） △302 173

仕入債務の増減額（△は減少） △269 △253

未払消費税等の増減額（△は減少） △12 △3

その他 19 22

小計 20 △26

利息及び配当金の受取額 90 67

利息の支払額 △1 △0

法人税等の支払額 △6 △13

営業活動によるキャッシュ・フロー 101 27

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △0 △0

有形固定資産の取得による支出 △21 △55

有形固定資産の売却による収入 － 2

無形固定資産の取得による支出 － △109

投資有価証券の取得による支出 △12 △22

投資有価証券の売却による収入 1 2

貸付けによる支出 △78 △11

貸付金の回収による収入 11 81

その他の支出 △2 △0

その他の収入 8 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △93 △101
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100 －

短期借入金の返済による支出 △50 △70

長期借入金の返済による支出 △15 △63

自己株式の取得による支出 △53 △0

自己株式の売却による収入 0 －

配当金の支払額 △101 △98

少数株主への配当金の支払額 △7 △0

リース債務の返済による支出 － △66

財務活動によるキャッシュ・フロー △127 △299

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △119 △373

現金及び現金同等物の期首残高 2,323 2,526

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,204

※
 2,152
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間 
（自　平成21年４月１日 
 至　平成21年９月30日）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第２四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他の支出」に含めて表示してお

りました「無形固定資産の取得による支出」は重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記するこ

ととしました。なお、前第２四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他の支出」に含まれ

る「無形固定資産の取得による支出」は１百万円であります。

当第２四半期連結会計期間 
（自　平成21年７月１日 
 至　平成21年９月30日）

（四半期連結貸借対照表）

　前第２四半期連結会計期間において、有形固定資産の「その他（純額）」に含めて表示しておりました「リース資産

（純額）」は、表示を明瞭化するため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第２四半期

連結会計期間の有形固定資産の「その他（純額）」に含まれる「リース資産（純額）」は369百万円であります。
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【簡便な会計処理】

 
 
 

当第２四半期連結累計期間 
（自　平成21年４月１日 
 至　平成21年９月30日）

一般債権の貸倒見積高の算定方法 　四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したもの

と著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使

用して算定する方法によっております。

棚卸資産の評価方法 　四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連

結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法に

よっております。

固定資産の減価償却費の算定方法 　固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目

を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており

ます。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額 ※１．有形固定資産の減価償却累計額

　 2,660百万円 　 2,546百万円

２．当社及び連結子会社５社においては、運転資金の効

率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約を

締結しております。この契約に基づく当第２四半期連

結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりでありま

す。

２．当社及び連結子会社５社においては、運転資金の効

率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約を

締結しております。この契約に基づく当連結会計年度

末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 （百万円）

当座貸越極度額 2,470

借入実行残高 －

　差引額 2,470

 （百万円）

当座貸越極度額 2,370

借入実行残高 －

　差引額 2,370

３．買戻契約付債権譲渡額 ────────────

　 510百万円 　 　
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（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１．売上原価のうち減価償却費は次のとおりでありま

す。

※１．売上原価のうち減価償却費は次のとおりでありま

す。

減価償却費 30百万円 減価償却費 25百万円

※２．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※２．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

出荷・完納奨励金 133百万円

運送・保管料 342百万円

役員報酬・給与手当 926百万円

賞与引当金繰入額 95百万円

退職給付引当金繰入額 34百万円

役員退職慰労引当金繰入額 14百万円

貸倒引当金繰入額 91百万円

海外事業損失引当金繰入額 15百万円

減価償却費 116百万円

出荷・完納奨励金 102百万円

運送・保管料 327百万円

役員報酬・給与手当 888百万円

賞与引当金繰入額 85百万円

退職給付引当金繰入額 31百万円

役員退職慰労引当金繰入額 13百万円

貸倒引当金繰入額 2百万円

減価償却費 119百万円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１．売上原価のうち減価償却費は次のとおりでありま

す。

※１．売上原価のうち減価償却費は次のとおりでありま

す。

減価償却費 14百万円 減価償却費 12百万円

※２．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※２．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

出荷・完納奨励金 65百万円

運送・保管料 171百万円

役員報酬・給与手当 487百万円

賞与引当金繰入額 20百万円

退職給付引当金繰入額 16百万円

役員退職慰労引当金繰入額 7百万円

貸倒引当金繰入額 79百万円

海外事業損失引当金繰入額 7百万円

減価償却費 58百万円

出荷・完納奨励金 48百万円

運送・保管料 168百万円

役員報酬・給与手当 458百万円

賞与引当金繰入額 21百万円

退職給付引当金繰入額 15百万円

役員退職慰労引当金繰入額 7百万円

貸倒引当金繰入額 △10百万円

減価償却費 62百万円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定 2,211

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △7

現金及び現金同等物 2,204

　

 （百万円）

現金及び預金勘定 2,159

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △7

現金及び現金同等物 2,152

　

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　7,261,706株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　650,892株　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。　

４．配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 99 15平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金

　

EDINET提出書類

横浜丸魚株式会社(E02615)

四半期報告書

21/28



（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
水産物卸
売事業
（百万円）

水産物販
売事業
（百万円）

不動産等
賃貸事業
（百万円）

その他の
事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対す

る売上高
15,220 3,891 4 71 19,187 － 19,187

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

849 10 22 53 936 (936) －

計 16,069 3,902 27 124 20,123 (936)19,187

営業利益又は営業損失

（△）
△159 △43 5 1 △195 1 △194

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
水産物卸
売事業
（百万円）

水産物販
売事業
（百万円）

不動産等
賃貸事業
（百万円）

その他の
事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対す

る売上高
13,750 3,137 4 68 16,960 － 16,960

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

887 21 22 53 984 (984) －

計 14,638 3,158 27 121 17,945 (984)16,960

営業利益又は営業損失

（△）
△27 △34 10 2 △48 (0) △49

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
水産物卸
売事業
（百万円）

水産物販
売事業
（百万円）

不動産等
賃貸事業
（百万円）

その他の
事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対す

る売上高
31,518 7,641 14 138 39,313 － 39,313

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

1,641 19 45 108 1,814 (1,814) －

計 33,160 7,661 59 246 41,128(1,814)39,313

営業利益又は営業損失

（△）
△190 △75 17 2 △245 1 △243
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当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
水産物卸
売事業
（百万円）

水産物販
売事業
（百万円）

不動産等
賃貸事業
（百万円）

その他の
事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対す

る売上高
27,893 6,216 8 136 34,255 － 34,255

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

1,684 38 45 104 1,872 (1,872) －

計 29,577 6,254 54 241 36,127(1,872)34,255

営業利益又は営業損失

（△）
△66 △60 20 4 △102 (0) △102

　（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各区分の事業内容

(1）水産物卸売事業……中央卸売市場及び地方卸売市場における販売事業

(2）水産物販売事業……中央卸売市場以外における販売事業

(3）不動産等賃貸事業…流通センター等の賃貸事業

(4）その他の事業………水産物運送等の事業

３．会計処理方法の変更

前第２四半期連結累計期間　

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．（1）に記載のとおり、第１

四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号平成18年７月５

日）を適用しております。なお、この変更に伴うセグメント情報に与える影響はありません。

（リース取引に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．（2）に記載のとおり、第１

四半期連結会計期間から「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日

（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成

19年３月30日改正））を適用しております。なお、この変更に伴うセグメント情報に与える影響は軽微で

あります。

４．追加情報

前第２四半期連結累計期間

（有形固定資産の耐用年数の変更）

「追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から機械及び装置の耐用年数については、法人

税法の改正を契機として見直しを行い、機械及び装置の一部について耐用年数を短縮して減価償却費を算

定する方法に変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間

の「水産物卸売事業」で営業費用が１百万円増加し、営業損失が同額増加しております。　
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【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　当社グループは、本邦以外の国又は地域に所在しないため、所在地別セグメント情報は記載しておりません。

　当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　当社グループは、本邦以外の国又は地域に所在しないため、所在地別セグメント情報は記載しておりません。

　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　当社グループは、海外売上高がないため記載しておりません。

　当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　当社グループは、海外売上高がないため記載しておりません。

　

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計

年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

 
取得原価
（百万円）

四半期連結貸借対照表計上額
（百万円）

差額（百万円）

(1）株式 2,005 5,993 3,987
(2）債券             
①国債・地方債等 150 154 3
②その他 － － －

(3）その他 105 92 △13

合計 2,262 6,240 3,977

　

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,545.77円 １株当たり純資産額 1,539.68円

２．１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 6.29円 １株当たり四半期純損失金額 6.56円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額         

四半期純損失（百万円） 42 43

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失（百万円） 42 43

期中平均株式数（千株） 6,828 6,611

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 13.90円 １株当たり四半期純損失金額 10.23円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額         

四半期純損失（百万円） 94 67

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失（百万円） 94 67

期中平均株式数（千株） 6,821 6,611

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月13日

横浜丸魚株式会社

取締役会　御中

ダイヤ監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 伏木　良雄　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　威男　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている横浜丸魚株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、横浜丸魚株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年10月30日

横浜丸魚株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水上　亮比呂　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石上　卓哉　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている横浜丸魚株式会社の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、横浜丸魚株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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